
コード 12130

講時 単位数 2

履修に
当たっての
注意・助言

講義計画

１　オリエンテーション（講義計画・評価方法の説明）
２　日本語表記史（奈良時代の表記）
３　日本語表記史（平安時代の表記：古記録）
４　日本語表記史（平安時代の表記：平仮名の成立）
５　日本語講読（平仮名文）
６　日本語講読（平仮名文）
７　日本語表記史（平安時代の表記：訓点資料と片仮名の成立）
８　日本語表記史（平安時代の表記：片仮名の史的変遷と諸符号）
９　日本語講読（和漢混淆文）
10　日本語講読（和漢混淆文）
11　日本語講読（訓点資料）
12　日本語講読（訓点資料）
13　日本語表記史（梵字入門①）
14　日本語表記史（梵字入門②）
15　本講義の総括

テキスト 特に指定しません。適宜、ﾌﾟﾘﾝﾄを配布します。

参考書 特に指定しません。適宜、紹介します。

目的と概要 日本語研究のための資料について紹介し、実際に影印本を用いて講読する。

成績評価法 テストと平常点で総合的に評価します。全講義数の２/3以上出席することが前提です。

開期 後期 月曜日2限

授業テーマ 日本語資料を読む

科目名 日本語学講読Ⅱ

担当教員 宇都宮　啓吾

配当 日文2(2112)

2009年度




